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こんにちは！宮崎市本郷地区地域包括支援センターです！！

宮崎市内１９箇所の包括支援センターの中から本郷地区を紹介します。

65歳以上の方の人口が5,800人、高齢化率27％で、歴史ある住宅地、新興住宅

地、農村地域から構成されています。

健幸運動教室13箇所、ふれあいサロン８箇所、自主グループ３箇所と地域活動が

活発に行われています。地縁組織、団体の皆さまの活動も活発で、ふれあい会食会

等の地域イベントが活発に開催されています。

今回は、地域包括支援センターの役割を紹介させていただきます。ワンストップ相

談、つなぎの役割もございますので、お気軽にお声がけください！

地域包括支援センターでは、社

会福祉士、主任介護支援専門員、

保健師等のスタッフが皆さまから

のご相談をお待ちしております♪

さまざまな相談について

・介護や福祉、保健、医療、生活上の困り事

や悩み事などあらゆる相談に応じます

権利や財産について

・高齢者虐待防止に取り組みます

・認知症などにより財産管理が困難な方へ、

相談に応じて支援します

地域での暮らしについて

・地域住民の皆さん、関係機関、専門職の

皆さんとの連携を図りながら、高齢者の方に

とって住みよいまちづくりを進めていきます

健康や介護について

・健幸運動教室やフレイル予防スクールなど、

介護予防につながる活動の紹介を行います

・介護保険申請の相談や手続きを行います
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新型コロナウイルス感染対策に便乗した消費者トラブルが発生していますの
で注意喚起のほどよろしくお願いします。

宮崎市でも保険料の還付金詐欺が報告
されていますので、ご注意ください。

「ワクチンを優先的に接種できる」や

公的機関を名乗る者から「新型コロナ

ウイルスのワクチンが接種できる。

キャッシュバックされるので10万円を

振り込むように」と所管省庁を騙った

電話があった。

※今後は「３回目の新

型コロナワクチン接種

の優先順位を上げる」

「ワクチンパスポートを

優先的に配布する」と

言って金銭を要求する

詐欺も想定されます。

ワ ク チ ン 接 種 関 連

給 付 金 ・ 助 成 金 関 連



浴槽

可愛い(*^▽^*)
お風呂あがり

きもちよさそうでしたよ♬
他にも、訪問診療所・訪問看護ステーション・短期入所・

日中一時支援・研究室・カフェが併設されています。

今回、多職種連携ともいえる

難病の子どもと家族を支える地域

連携ハブ拠点となる「HALEたちばな」

の取材に伺いまし

た(^^♪

医療的なケアが必要な子ども達はここ１０年間でほぼ2倍と増えています。

その中には0歳から人工呼吸をつけている乳児も多く受け入れる場所が

ないのが現状にあり、子供も大人も切れ目のない地域で支援していけれ

たらと思います。立ち上げる前に数回ごちゃまぜ会議を重ね当事者・地域

の方・建築関係者・医師・看護師等の多職種連携の方が参加されており、宮崎大学と連携した医療人材の

拠点として現在ボランティアとして学生の方が来られて「こんな子どもたちがいた」「お母さん達がこんなふう

に過ごされていたなあ」等と感じて頂き、在宅医療というものを知る場ともなっています。共生型なので６５歳

までの介護保険もご利用できます。又、介護孤立支援として介護だけで終わるのではなく社会参加へとつな

げていく為にもカフェを機能させていきます。カフェには人工呼吸器をつけられている「愛甲晃子」さんが作ら

れた小物販売もされており本人と家族が社会とのつがりサポートの一つとなっているのが印象に残りました。

みつばち

診療所
みつばち診療所は、訪問診

療をメインに、小児、お年寄り、

寝たきり、神経疾患などで通院

困難な方などやがんの療養中

の方など、さまざまな年齢のど

んな疾病の方でも在宅医療を

行っています。終末期の方はお

看取りまで心をこめて行ってい

ます。もし、患者さんのご相談

などありましたらいつでもご連絡

下さい。今後とも、何卒よろ

しくお願い致します。

次の世代の専門職にとって

多職種連携はとても大事なスキ

ルになります。その場としてHALE

たちばなは大きなチャンスを提供

してくださると期待しています。特

に若い医学生や研修医にとって

は、患者さんやご家族の生活場に近いところで学べる

とインパクトが大きいのではと日頃から考えていました。

今回は、特に医療的ケア児の連携に関することにより

深く学ぶことができると思います。もちろん日常業務の

中で支障のない範囲内で、皆様のご理解があってのこ

とです。地域の皆様、スタッフの皆様のご理解とご協力

をお願いします。また先日の研修会でも感じたことです

が、当事者の声をもっと我々対人専門職は聞いて学び

のエンジンにするべきだと思いました。医療人だけが

頑張るのではなく、地域住民や行政とも一緒に力を合

わせていきたいと考えてます。

宮崎大学

吉村 学教授



編集後記
毎日寒い日が続いていますが、お風邪などひかれていないでしょうか？

最近「趣味は何ですか？」と聞かれる機会があり、無趣味な私は返答に困ってしまいます。そこで今

回は趣味と健康の関係性について調べてみました。趣味が健康に与える効果として①リラックスで

きる。②孤立を防ぐ。③健康寿命を延ばす。があるようです。③に関しては日本免疫学会誌に「趣味

を持っていると、身体的活動量が多くなり、自立するために必要な神経回路網や筋骨格能力などが

強化される可能性があり、ADLやIADLの低下を防ぎ健康寿命を延ばす」と掲載されたそうです。私

もこれから趣味を見つけて健康寿命を延ばしたいと思います。早速バトミントンを始めてみます（笑）
編集スタッフ：広報・渉外委員一同

認知症ケア講座 田代学先生インタビュー

潤和会記念病院で脳神経外科の医師をしながら、日本認知症ケア学会 九州

沖縄2地域部会長をされ、認知症ケア上級専門士・DCMマッパー・認知症サポー

ト医の経歴を持つ田代学先生が認知症ケア講座のYouTubeチャンネルを開設。

認知症の基礎的な知識から、より専門的な医療知識、最新の認知症治療薬まで

幅広く解説しています。そんな先生にお話を伺ってきました。

Q1,なぜYouTubeを始めようと思ったのですか？

昨年1月、認知症ケア学会の九州学会が新型コロナウイルスの関係で

対面で出来ず、動画を作ったことが始まりでした。2021年12月1日現

在で53本、総視聴回数26,000回となっています。

Q2,いままでに作られた動画の中で大変だったものはありますか？

中学生向けに作った動画が難しかったですね。認知症をどこまで下げて、

わかりやすくするかが難しかったですね。実際に中学生に見てもらった

ときは、笑いも、うなづきもあり良かったです。その後感想文が来ました

が、よく理解している人も、ちょっとわかってない人もいました。とは言え、

中学生向きというより一般の方向けの内容になっています。

Q4,先生は宮崎の郷土史にも精通されていますがきっかけは何ですか？

郷土史を始めた理由というより、昔のことを知るという事が、高齢者との

コミュニケーションツールであることがわかりました。

Q5，先生の今後の目標を教えてください。

YouTube動画を100本上げることです！

田代先生の

YouTubeの１コマ

田代先生ありがとうございました！

これからのご活躍も期待しています！

田代先生のYouTubeのQRコードです。ぜひ覗いてみてください

Q3，ケアマネさんにこの動画どのように使ってほしいですか。

認知症の研修の教材としてや、認知症の方を家族に持つ人など幅広く見て

ほしいです。これからの超高齢化社会にむけ認知症の理解は必要だと思って

います。


